
第５回⼟⽊技術者実践論⽂集研究発表会
プログラム

14:20〜15:30 ⼝頭発表１（1件につき発表15分、質疑7分）

13:00〜13:10 開会・挨拶（実践論⽂集企画⼩委員会 委員⻑）

13:10〜14:10 基調講演 （⽻⿃ 剛史 ⽒ 愛媛⼤学准教授）
『地域の⼒を引き出す研究実践』

17:00〜17:30 実践論⽂書き⽅セミナー（花岡 伸也⽒︓東京⼯業⼤学教授）

17:30〜17:40 閉会・挨拶（実践論⽂集企画⼩委員会 副委員⻑）

15:40〜16:50 ⼝頭発表２（1件につき発表15分、質疑7分）

令和５年（2023年）6⽉5⽇（⽉）13:00〜17:40
対⾯およびWebハイブリッド開催

本研究発表会は、⼟⽊学会CPDプログラムとして認定されています（3.9単位 認定番号JSCE23-0543）

【１】河川計画・合意形成・海洋環境 〔講堂〕 【２】交通計画 〔AB会議室〕

発表１

(1-1) 3次元データを活⽤した⾃然⽯空積による床⽌⼯の
    検討

  川野 倫輝
  ⽇本⼯営（株）

(2-1) 性能規定型道路維持管理にかかる技術協⼒に関する
    調査

  近藤 ⻯平
  （独）国際協⼒機構

発表２

(1-2) 先端画像管理ツールを活⽤した湿地グリーン
    インフラ共創

  宮澤 夏⽣
  清⽔建設（株）

(2-2) パリ市におけるテラス条例の改正と運⽤に関する
    事例研究

  及川 ⽴⼀
  （株）建設技研インターナショナル

発表３

(1-3) 磯焼け対策における藻⾷動物の⾷品利⽤としての
    有効性に関する実践的取り組み

  櫻井 崇光
  三井共同建設コンサルタント（株）

(2-3) 開発途上国における都市環境に応じた交通安全対策
    アプローチ

  吉⽥ 綾
  （独）国際協⼒機構

【３】防災計画・国際協⼒ 〔講堂〕 【４】交通計画 〔AB会議室〕

発表１

(3-1) 開発途上国の防災に関する伝統的技術と伝承の
    活⽤可能性

  ⻄宮 宜昭
  （株） オリエンタルコンサルタンツグローバル

(4-1) 静岡県沼津市における公共交通利便増進実施計画
    などの策定⽀援

  三⾨ 智祐
  ⼋千代エンジニヤリング（株）

発表２

(3-2) JICA港湾アルムナイを通じた国際協⼒の
    あり⽅について

  守⽥ 有輝
  （独）国際協⼒機構

(4-2) 温泉街と対象としたバリアフリー基本構想の策定と
    事業推進の取組み

  梶⾕ 裟和
  いであ（株）

発表３

(3-3) 南⽶パラグアイ国における「道の駅」モデル導⼊に
    向けた技術協⼒に関する考察

  岩⽥ 圭佑
  （国研）⼟⽊研究所 寒地⼟⽊研究所

 


